
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・水を入れた直後は、砂遊びの延長のような団子を作ったり、かたまりを見つけて楽しんで
いたが、水が増えるにつれて、かたくり粉の固さが変化して、手にのせるとドロドロの感触
に「どうしようかな」少し戸惑う姿も見られた。団子にすると固いが、手の平にのせてみる
とゆっくりと形が崩れていく様子が不思議に感じているようだった。後半は、慣れていく
と、両手にいっぱいにつかんだり、柔らかくなったかたくり粉を指先で触れて感触を楽しん
でいた。水を入れたことで「こおり」「「アイス」など見立てをしたり「ふわふわ」「ドロ
ドロ」「妖怪どどどー」と伝えたり「冷たい」「寒い」など触れるからこそ気づいたり、感
じたりと初めてで良い経験となった。

・前回は一人ひとりのバットを用意しその中で楽しんだが、今日はテーブ
ルに粉を出して、少量ずつ水を入れて変化を楽しんだ。水を入れると不思
議そうに眺めたり、指先を伸ばして触れて感触を楽しんでいた。保育士が
触れて見せると、子ども達も両手でこねる仕草をしたり、テーブルに手の
ひらをこするように触れて「かたい」と伝えていた。水の量を増やしてい
くとかたくり粉が大きなかたまりになり「ケーキみたいだね」「おにぎり
みたいだね」と変化する様子を伝えていた。またバットに水を多めに入れ
て、指先でつまんで、すぐに液状になる感触を不思議そうに感じながらも
楽しんでいた。

2歳児…感触（片栗粉）

・前回のかたくり粉の感触遊びから「今度は水を入れてみたい」と言葉がでてい
たので、今回は「水を入れたら、どんなふうになるかな？」と活動に取り入れ
た。前回の活動の他にも、片栗粉に触れる機会を作り、砂場遊びの延長上で山を
作ったり、パラパラさせて感触を楽しむことができた。また透明のビニール袋に
入れると、手で握って粉の感触を楽しむ姿が見られた。

２.活動スケジュール

・各グループに分かれ、少人数で行っていく。
・水を用意してかたくり粉の変化を楽しめるようにする。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2025.2.20

(A）水を入れると少しずつ手を伸ばし
て触れていた。両手で上から優しく触
れたり、こねるようにして感触を楽し
んでいた。
水を入れて「どんな感じ？」と言葉を
かける。
「かたくりこ！パリパリ！」
「固い感じ」トロトロな部分を指先で
触り「ねんどみたい」と伝え、持ち上
げて「ながれちゃう」とほほ笑んだ。
（B）「何を作っているの？」
「お顔つくる」と団子を作るように握
る。手の平を広げていると、とける様
子に驚き、しばらく眺める。
（C）「水をもう少し入れてみよう」
と水を入れる。「きもちがいいね」と
つかめそうでつかめない感触に気づい
て何度も指でつまもうとする。
（D）水を少しずつ入れていくと小さ
なかたまりを見つけたり、両手を広げ
て触れて楽しんでいた。
「どんな感じかな？」
「こおりみたいになってる！」
（おおきなかたまりを見て）「ケーキ
になっちゃった！」と嬉しそうに伝え
ていた。「ようかいドドドー」とかた
くり粉をもちあげて伝えていた。・ペットボトルに水を入れて、量を加減しながらかたくり粉にまぜる。

・台拭き、シート、遊びの様子に合わせてカップ、スプーン、網状のこし
きを用意する。
・テーブルを2台用意し、一人ひとりのスペースを広く使えるように環境
を設定する。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


